
公立学校施設における木材利用状況に関する調査結果（概要） 

 
 
Ⅰ 平成２６年度に新しく建築された学校の状況 

（木造施設の整備状況及び非木造施設における内装木質化の状況） 

 
結果のポイント 

 

○平成２６年度に新しく建築された学校施設のうち、７１．０％が木材を使用。 

うち、木造施設は２１．１％（前年度から０．６ポイント増）、内装木質化した非木

造施設※１は４９．９％。 

 

○小・中学校については、７１．９％で木材を使用しており、うち木造施設は１８．６％

（前年度から１．０ポイント増）、内装木質化した非木造施設は５３．３％であった。 

 
 

※１ 内装木質化した非木造施設：①木造施設以外で、②床が木質化されており、③壁または天井が 
木質化されている施設 

  
 
（１）木造施設の整備状況及び非木造施設における内装木質化の状況 
 
○ 平成２６年度に新しく建築された学校施設１，０１６棟のうち、７２１棟（７１．０％）

の建物で木材を使用していた。 
● 木造施設        ２１４棟（２１．１％） 

                        ※前年度から０．６ポイント増 
● 非木造施設のうち内装木質化を実施した施設  ５０７棟（４９．９％） 
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（２）学校種別の状況 
 

○ 小・中学校については、平成２６年度に新しく建築された学校施設７４８棟のうち、

５３８棟（７１．９％）の建物で木材を使用していた。 
● 木造施設        １３９棟（１８．６％） 

※前年度から１．０ポイント増 
● 非木造施設のうち内装木質化を実施した施設  ３９９棟（５３．３％） 

                          
 
平成２６年度に新しく建築された学校の木造化・内装木質化の状況（学校種別） 

（単位：棟） 
 幼稚園 小学校 中学校 小・中学校 中等教育学校 高等学校 特別支援学校 

全施設数 ８０ ４６２ ２８６ ７４８ ９ １３２ ４７ 

 

 

 

 

 

うち木造施設数 
２８ 

(３５．０％) 

８３ 

(１８．０％) 

５６ 

(１９．６％) 

１３９ 

(１８．６％) 

７ 

(７７．８％) 

２６ 

(１９．７％) 

１４ 

 (２９．８％) 

うち非木造施設数 ５２ ３７９ ２３０ ６０９ ２ １０６ ３３ 

 

 

うち 

内装木質化数 

３９ 

(４８．８％) 

２４１ 

(５２．２％) 

１５８ 

(５５．４％) 

３９９ 

(５３．３％) 

２ 

(２２．２％) 

４７ 

(３５．６％) 

２０ 

(４２．６％) 

 

木造施設の例 栃木県鹿沼市立粟野小学校 

内装木質化の例 熊本県山鹿市立山鹿小学校 
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【参考１】過去３年間の推移 

 
木造施設の整備状況及び非木造施設の内装木質化の状況（新しく建築された学校） 

（単位：棟）  
 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

全施設数 １，２１７ １，２４２ １，０１６ 

 

 

 

 

 

うち木造施設数 
２４４ 

(２０.０％) 

２５４ 

(２０．５％) 

２１４ 

(２１．１％) 

うち非木造施設数 ９７３ ９８８  ８０２ 

 

 
うち内装木質化数 

６７２ 

(５５．２％) 

６８２ 

(５４．９％) 

 ５０７ 

(４９．９％) 

  
 
【参考２】全木造施設数（平成２６年５月１日時点） 

  ・全学校施設数：３８３，１６６棟 

  ・うち木造施設数：３７，６４８棟（９．８％） 

 

 

【参考３】木材を使用した建物の主な用途 

 

平成２６年度に新しく建築された学校施設の主な用途              
（単位：棟） 

  

  

全施設 木造施設 非木造施設 

内装木質化あり 内装木質化なし 

教室、遊戯室等※１ ５６４ ８０ ３３３ １５１ 

屋内運動場 １７２ ２１ １２４ ２７ 

武道場 ３３ ４ ２５ ４ 

寄宿舎 １８ ８ ９ １ 

その他※２ ２２９ １０１ １６ １１２ 

計 １，０１６ ２１４ ５０７ ２９５ 

 
※１ 教室、遊戯室等：普通教室、特別教室、図書室、多目的教室、職員室、幼稚園の遊戯室や保育室等 
※２ その他：屋外便所、部室、教員住宅、更衣室等 
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Ⅱ 平成２６年度に整備された木の学校の木材使用量 

 
結果のポイント 

 

○平成２６年度に整備※された木造施設では、使用された木材の８８．７％が国産材 

（前年度から５．０ポイント増）。 

 
※ 整備：新しく建築する場合及び木材を使用して改修を行う場合 

 
 

● 全施設     ８２，０９０㎥ 
 うち国産材の量   ５１，４４０㎥（６２．７％） 

 
● 木造施設     ３０，３１７㎥ 

うち国産材の量   ２６，８９０㎥（８８．７％） 
 
● 非木造施設（内装等に木材を使用）５１，７７４㎥ 

うち国産材の量   ２４，５５０㎥（４７．４％） 
 
 

【参考】過去３年間の推移 

 
木材使用量（新しく建築された学校と木材を使用して改修された学校によるもの） 

（単位：㎥） 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

全施設木材使用量 ８３，４１４ ８５，９５９ ８２，０９０ 

 

 

うち国産材 

（国産材率） 

５６，３４６ 

（６７.５％） 

５５，３７８ 

（６４.４％） 

５１，４４０ 

（６２．７％） 

 

 

 
 
 

 

 

うち木造施設 ２４，２４６ ２７，５８３ ３０，３１６ 

 

 

うち国産材 

（国産材率） 

２２，２４５ 

（９１.７％） 

２３，０９１ 

  （８３．７％） 

２６，８９０ 

（８８．７％） 

うち非木造施設 

（内装等に木材を使用） 
５９，１６８ ５８，３７６ ５１，７７３ 

 

 

うち国産材 

（国産材率） 

３４，１００ 

（５７.６％） 

３２，２８６ 

（５５.３％） 

２４，５５０ 

（４７．４％） 

 
※数値は、単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。  
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